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シ
ラ
ヤ
マ
オ
タ
ミ
ヤ
白
山
奥
宮

J
Y
ラ
ヤ
マ

ヒ
メ
ジ

y
ジ
ヤ
白
山
均
時
紳
枇
ハ
九
三

一
に
添
ひ
、
黒
ポ
コ
岩
の
上
に
第
一
路
に
曾
す
る
、
砂
防

一
工
事
の
震
に
聞
い
た
も
の
で
、
亦
一
一
粁
を
測
り
‘

一
険
難
を
朕
ふ
も
の
は
多
〈
之
を
取
る
。
第
三
は
萄

市
J

瀬
温
泉
か
ら
湯
谷
川
に
添
う
て
上
り
、
川
を
渡

り
、
開
迦
よ
出
・
四
塚
山
を
鰹
て
尾
添
口
智
絡
の
北
飽
ヶ

馬
場
に
出
で
、
大
汝
岳
か
ら
室
堂
に
奈
る
一
回
粁
の

も
の
が
あ
る
。
次
に
北
麓
か
ら
す
る
に
は
、
第
一
局

添
か
ら
美
女
岩
坂
ハ
美
女
坂
〉
・
長
坂
な
ど
を
菅
り
、
指

間
f

馬
場
・
大
汝
岳
を
絞
る
も
の
で
、
室
堂
ま
で
一
六

粁
を
測
り
、
第
二
尾
添
か
ら
岩
間
祖
泉
に
出
で
、
長
坂

〈
前
出
長
坂
と
は
別
)
・
薬
師
山
・
縦
守
悶
・
見
返
坂
・
物

館
宇
馬
場
を
経
る
も
の
が
あ
っ
た
が
現
に
陵
道
と
な

り
、
第
三
中
宮
祖
泉
か
ら
槌
泉
山
・
蛇
谷
制
・
い
ち
ゐ

坂
・
か
へ
で
坂
・
地
獄
規
・
組
閣
陀
ヶ
原
ハ
市
，
瀬
鷲
踏
の
蔚

陀
ヶ
原
と
は
別
〉
・
御
花
松
原
・
し
で
の
山
を
純
て
室
堂

に
京
る
も
の
は
一
九
粁
を
測
る
。
そ
の
他
飛
騨
の
.
平

瀬
よ
り
す
る
に
は
、
大
白
川
の
谷
を
管
。
、
室
掌
ま

で
一
九
粁
、
越
前
石
徹
白
よ
り
す
る
に
は
別
山
を
純

て
室
蛍
ま
で
二

O
粁
で
あ
り
、
美
濃
か
ら
来
る
も
の

も
同
じ
〈
石
徹
白
を
、
通
過
す
る
を
製
す
る
。
是
等
の

路
線
は
、
雄
総
.
返
さ
れ
る
崩
躍
等
の
地
鑓
に
よ
り
、

興
援
移
動
す
る
こ
と
が
多
い
。

シ
ラ
ヤ
マ
白
山
石
川
郡
河
内
庄
に
臨
す
る
部

訴
。シ

ラ
ヤ
マ
白
山
鳳
京
都
梨
臓
の
内

ρ小
字
。

シ
ラ
ヤ
マ
Z

ン
ギ
白
山
縁
起
第
一
に
春
、
澄
鏡

之
巻
と
講
す
る
も
の
が
あ
る
。
叉
第
二
に
元
隊
十
一

年
白
山
縁
起
一
件
留
記
に
、
湯
浅
僻
助
の
所
有
す
る

縁
起
一
加
は
、
饗
澄
自
筆
の
縁
起
印
ち
鏡
之
容
よ
り

は
稔
し
い
と
普
い
て
あ
る
。
こ
れ
は
別
種
の
も
の
で

あ
ら
う
。

シ
ラ
ヤ
マ
オ
タ
ミ
ヤ
マ
ツ
ロ
白
山
奥
宮
祭
白
一
現
に
白
山
均
時
跡
祉
に
臆
す
る
も
の
で
、
明
治
三
十
一
々
。
但
私
書
削
分
少
々
在
v
之
。
』
と
あ
る
。
こ
の
隆

山
御
前
岳
に
鎮
座
す
る
白
山
均
時
跡
枇
奥
富
で
は
、
一
三
年
四
足
凶
買
に
指
定
せ
ら
れ
た
。
こ
の
替
は
紙
本
一
般
こ
そ
は
著
作
者
で
、
そ
の
編
諸
に
笛
っ
て
千
妙
塑

初
め
陰
時
六
周
十
八
日
に
関
山
祭
、
八
周
五
日
に
閉
一
墨
書
で
、
竪
二
七
・
八
八
題
・
横
一
八
・
四
八
額
、
・
紙
一
人
の
白
山
之
記
な
る
も
の
を
葱
践
と
し
た
と
見
え

山
祭
を
行
う
た
が
、
季
節
蔚
湿
含
に
失
す
る
を
以
一
敏
凡
べ
て
十
七
葉
を
有
し
、
全
文
申
古
髄
の
漢
文
一
る
。
本
書
の
目
頭
に
『
白
山
之
記
云
。
』
の
一
行
が
あ

て
、
明
治
十
二
年
か
ら
随
時
七
局
十
八
日
開
山
、
九
一
で
、
一
種
の
釧
慰
を
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
閲
よ
り
掲
げ
一
る
の
も
亦
之
が
震
で
あ
る
。
私
書
刷
分
は
印
ち
隆
餓

周
一
日
閉
山
に
改
め
、
明
治
四
十
年
か
ら
閉
山
を
九
一
一
踏
の
筆
に
成
っ
た
の
だ
か
ら
妄
誕
附
曾
も
少
〈
な
い
一
の
私
見
を
加
へ
た
貼
で
、
例
へ
ば
前
に
言
う
た
『
主
=

用
十
八
日
、
昭
和
二
年
か
ら
九
周
五
日
に
殴
め
た
。
一
が
、
古
偲
読
を
如
貨
に
記
載
し
た
賭
に
於
い
て
、
顕
一
此
長
寛
元
年
突
未
-
四
百
四
十
五
ヶ
年
也
。
』
の
如
き
が

シ
ラ
ヤ
マ
カ
ゼ
白
山
風
白
山
の
嶺
上
か
ら
吹
一
る
債
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。
一
そ
れ
で
あ
る
。
叉
鵡
頂
御
鉢
と
い
う
た
僚
に
、
『
商
鍛

き
お
ろ
す
風
を
白
山
風
と
い
ふ
。
鴎
葉
集
巻
十
四
相
一
合
一
〉
著
作
年
代

l
越
管
賀
三
州
志
衆
国
概
斑
の
註
一
坊
勅
=
滋
奥
州
秀
衡
-
五
尺
金
銅
像
奉
=
冶
鎚
吋
』
も
悶

聞
紙
に
『
多
久
夫
須
腕
之
良
夜
蹴
可
是
』
と
あ
る
も
一
に
、
こ
の
替
を
正
鯨
四
年
に
成
っ
た
と
す
る
が
、
こ
一
じ
い
。
何
と
な
れ
ば
秀
衡
は
長
寛
元
年
以
後
廿
五
年
.

の
是
で
あ
る
。
文
義
経
記
容
七
に
『
白
山
の
だ
け
よ
一
は
白
山
記
の
奥
書
に
正
臨
四
年
五
周
一
日
書
潟
端
と
一
な
る
文
治
三
年
に
mm
し
た
か
ら
、
隆
搬
と
同
時
代
の

り
お
ろ
し
た
る
風
烈
し
く
て
、
佐
渡
の
峰
を
離
れ
一
あ
る
に
操
っ
た
も
の
で
、
そ
の
誤
謬
た
る
こ
と
に
諭
一
人
と
思
は
れ
る
故
で
あ
る
。

て
、
能
資
凶
鈴
が
三
時
へ
ぞ
む
け
た
り
け
る
。
』
と
い
一
は
な
い
。
思
ふ
に
来
図
概
賢
は
寛
政
十
一
年
の
箸
で
、
一
〈
四
)
温
書

l
白
山
砲
々
越
の
慨
を
見
る
に
別
に
第
二

ふ
も
、
白
山
風
で
あ
る
。
一
富
田
農
周
が
笛
時
未
だ
深
〈
本
書
を
研
究
し
な
か
っ
一
の
部
分
が
あ
っ
て
、
加
賀
・
能
登
・
越
中
に
於
け
る
一

シ
ラ
ヤ
マ
ガ
ハ
白
山
川
白
山
に
渡
す
る
湯
，
谷
一
た
の
で
あ
ら
う
。
然
る
に
景
周
は
文
化
十
二
年
之
を
一
宮
・
二
宮
・
惣
祉
の
次
第
、
加
賀
の
八
大
祉
、
白
山
七

川
と
柳
谷
川
と
の
合
流
し
た
も
の
‘
即
ち
牛
首
川
の
一
白
山
均
時
前
祉
に
見
て
、
男
景
換
に
影
潟
せ
し
め
る
一
祉
の
本
地
垂
述
、
瞥
喰
房
阿
闘
梨
と
白
山
静
と
の
和

一
名
で
、
木
滑
新
に
主
り
手
取
川
と
な
る
ま
で
の
閲
一
に
及
ん
で
、
自
ら
そ
れ
に
序
文
を
加
へ
、
『
景
周
按
二
股
問
答
、
白
山
本
宮
の
譜
表
及
び
惣
門
の
位
置
を
記

を
い
ふ
。
し
か
し
越
前
に
在
っ
て
白
山
川
と
い
ふ
も
一
敏
文
刊
此
書
不
v
濁
=
何
人
編
成
ぺ
其
初
潟
則
在
=
正
臨
一
し
、
文
慢
も
稿
異
な
っ
て
居
。
、
隆
践
の
奥
替
を
加

の
は
九
頭
飽
川
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
別
山
の
湖
水
を
一
四
年
五
周
一
日
刊
而
共
後
屡
隠
=
縛
潟
刊
歪
=
最
後
-
則
一
へ
た
後
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
部
分
は
正
路
四
年

受
け
る
も
の
で
あ
る
。
一
永
事
十
一
年
六
且
九
日
右
鑑
定
成
者
、
於
=
本
州
混
一
停
潟
し
た
時
の
書
足
し
と
見
え
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
カ
ハ
チ
白
山
河
内
回
打
勺
平
家
一
谷
礎
法
寺
髄
陣
盤
上
閑
室
-
潟
v
之
了
。
邸
前
陣
所
v

一
ハ
五
〉
刊
本

l
白
山
記
は
改
定
史
籍
集
賢
第
二
百
九
十

物
郁
容
七
越
前
縫
合
戦
の
事
の
僚
に
、
『
笛
樫
入
道
側
一
磁
定
成
之
内
書
是
也
。
然
則
此
欝
在
-
一
正
臨
四
年
前
↓
一
容
に
採
録
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
)
多
〈
の
誤
脱
が
あ

寄
稿
律
の
新
介
婿
藤
太
林
六
郎
光
明
叶
は
じ
と
や
思
一
.
而
自
v
今
五
六
百
年
以
往
之
趨
物
著
明
也
。
』
と
い
う
一
る
o
抹
に
開
巻
第
一
の
『
白
山
之
記
云
』
の
一
行
を

ひ
け
ん
.
城
を
出
で
加
賀
閥
へ
引
し
り
ぞ
き
白
山
河
一
て
、
そ
の
鍵
貨
を
書
い
て
居
る
。
白
山
記
に
は
正
路
一
削
っ
た
の
は
、
大
な
る
不
注
意
で
あ
る
O
R
つ
原
本

内
に
附
を
取
る
云
々
』
と
あ
る
白
山
河
内
は
、
白
山
一
四
年
と
永
事
十
一
年
の
聞
に
筒
『
永
和
四
年
六
用
晦
一
の
鍵
鮮
な
る
鑓
に
千
妙
を
干
妙
、
隆
般
を
隆
夢
と
談

河

の

河

内

の

意

味

で

あ

ら

う

。

一

日

金

銀

宮

下

院

笹

馬

場

。

』

『

予
v
時
限
永
十
六
年
五
一
っ
て
跨
る
。
石
川
廓
史
第
一
版
腕
載
の
も
の
も
、
但

シ
ラ
ヤ
マ
カ
ン
翼
シ
カ
ミ
ξ
チ
ウ
ヂ
ケ
イ
フ
由
一
周
十
九
日
書
馬
場
。
』
の
奥
書
が
あ
る
の
で
あ
る
。
按
一
私
書
訓
分
を
書
制
分
と
説
。
、
奥
替
の
祖
谷
諮
法
寺

山
紳
主
よ
遁
民
茶
語
一

mm。
白
山
始
時
前
祉
の
跡
一
ず
る
に
白
山
記
に
、
白
山
静
の
初
め
て
託
宣
せ
る
を
一
一
縦
陣
蛍
の
謎
法
寺
を
脆
し
た
。
白
山
比
時
制
世
議
醤

主
上
道
氏
の
系
闘
で
、
原
本
は
間
枇
聴
で
あ
る
o
寛
一
養
老
一
一
一
年
と
し
、
此
の
長
寛
元
年
突
宋
に
至
る
ま
で
一
の
秘
籍
集
に
攻
め
ら
れ
た
も
の
も
諜
脆
は
あ
る
が
、

弘
二
年
民
吉
が
初
め
て
白
山
検
校
犠
に
任
ぜ
ら
れ
て
一
四
百
四
十
五
よ
年
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
長
覚
元
年
こ
一
正
誤
表
を
審
考
す
れ
ば
良
〈
、
石
川
廠
史
第
二
版
腕

か
ら
、
子
係
数
系
に
分
か
れ
、
寛
永
ま
で
縫
い
た
が
、
一
そ
は
著
作
年
代
と
考
へ
て
よ
か
ら
う
。
一
識
の
も
の
が
最
も
原
本
に
近
い
。

皆
そ
の
名
、
死
去
の
年
局
、
享
年
等
を
事
げ
で
あ
る
。
一
会
一
〉
著
者

l
白
山
記
に
は
そ
の
宋
枇
末
寺
を
述
べ
た
一
シ
ラ
ヤ
マ
キ
コ
ウ
白
山
範
行
一
加
。
大
型
寺

シ
ラ
ヤ
マ
キ
・
白
山
記
ハ
一
〉
髄
裁

l
白
山
記
は
一
末
に
、
『
右
依
=
千
妙
連
人
-
中
宮
長
定
隆
厳
注
v
之
云
一
の
藩
士
小
原
民
金
の
箸
。
文
化
十
年
七
用
越
前
の
勝
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